
★概 要

○名称 帯広工業団地協同組合 ※中小企業等協同組合法に基づく事業協同組合

○代表者 理事⾧ 山 口 道 弘

○設立年 昭和３７年（１９６２年）

○組合員数 １１５企業（令和７年７月１日現在）

○役員 ２９名（理事及び監事）

○委員会 総務・財務委員会 ・ 教育厚生委員会 ・ 緑化環境委員会 ・ 広報委員会

○事務局 ３名（専務理事含む）

★組合の目的と主な事業

○目的 組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な共同事業を行い、

もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図る。

○事業 ・帯広工業団地の環境の保全向上に関する事業

・組合員の事業に関する経営及び技術の改善向上を図るための教育及び情報の提供

・組合員の福利厚生に関する事業

【帯広工業団地組合のエリア概要図】
※区域は明確に設定していませんが、帯広工業団地及びその周辺を概ねの範囲としています。

※出展：帯広圏都市計画図
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【帯広工業団地協同組合 事務局】
〒080-2462

帯広市西２２条北２丁目23-9 十勝産業振興センター

TEL : 0155-37-3146 FAX : 0155-37-3645

E-mail : office@obikoudan.jp

組合ホームページ http://obikoudan.jp

【出資金・賦課金について】

○出資金

・出資金：１口 ２，０００円

・加入時に出資金を払込みいただきます。

・口数に規定はありませんが、敷地面積１００坪あたり１口をお願いしています。

○賦課金

・毎年、総会で決定した賦課金をいただきます。

・賦課金額（R6年度） ： ①均等割 ３６，０００円

②差等割 敷地面積１００坪あたり１口（上限２００口）

・３０口までの１口あたり→２，０００円

・３０口を超える１口あたり→１，０００円

・賦課徴収方法 ： ７月末までに２分の１、１１月末までに残りの２分の１を納入。

・賦課金は課税対象外として取り扱うので、組合員は課税仕入れにはなりません。
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『緑の工場公園』とは・・・

帯広工業団地は、帯広市総合開発計画（S37-43）

に位置付けられた工業団地として、西帯広地区総合開

発計画により整備されました。

当時全国でもユニークな”緑の工場公園”と銘打って、

周辺に緑を巡らせて並木道や緑地を配置し、工場の建

物は整然とつくり全体として緑豊かな公園を思わせ、

地域に受け入れられ、従業員も気持ちよく働ける環境

を提供することを目指したものです。

（令和７年７月）



【団地内環境整備】

① 団地内一斉清掃（年３回）

② 団地内環境の維持・改善についての

要望などの受理と関係機関への要望

職場周辺の働きやすい安全な環境づくりに！

【福利厚生事業】

① パークゴルフ大会 ② ソフトボール大会 ③野球大会 ④ ゴルフ大会

⑤ ボウリング大会 ⑥組合員・従業員への昼食格安提供

⑦備品の貸出（草刈機・イベント用テント・パークゴルフ用具）

⑧ 工団緑地テニスコート維持管理

職場内の親睦と組合員相互の交流に！

【情報収集・発信】

① 広報誌の発行（年４回）

組合員企業のイベント情報なども掲載します

② 関連情報の収集・提供

全組合員へのFAX送信等

国等の支援メニューや人材育成研修などの情報収集に！

【教育事業】

① 人材養成補助金支給

中小企業大学校旭川校・自主研修・セミナー参加支援

② 研修会・講習会の開催

③高等技術専門学院の講習会案内（OA研修など）

経営者・従業員のスキルアップに！

【その他】

①十勝産業振興センター管理業務の受託

②帯広鉄工協会・北海道機械工業会帯広支部の

業務の受託〔事務局〕

組合の主な取り組み
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～ 組合加入のメリットは？ ～
当組合は多様な業種により構成され、組合員の事業や従業員に役に立てていただけるような各種事業を展開して

います。これからも組合員のニーズに沿った取り組みの工夫をしていきたいと考えています。組合員のメリット

は何？との声もお聞きします。規模などの関係で事業所単位では対応できないような厚生・教育・情報収集、関

係機関が実施する組合員対象の保険事業や融資活用など、ここで紹介した事業のほかにも、組合員間での交流や

情報交換、事業連携、困った時の助け合いなど、事業所それぞれの状況やニーズに合わせて様々な効果が期待で

きると思います。ぜひ加入をご検討ください！！！


